
 

 

 

 

 

桜の開花が楽しみな季節になりました。でも実は、その花芽は前年の夏から

秋にかけてすでにつくられていることはご存じですか。花芽はできていても、

そこからじっくり季節を感じ、時間をかけて、この時期を迎えるのです。 

子どもたちも、卒業・進級の節目の時期を迎えました。新しいステージで、

これまで培ってきた力を大きく花開かせていくことでしょう。 

１年間、教育・研究活動へのご理解とご協力、ありがとうございました。 
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はじめは戸惑いながらも、合同道徳

や委員会活動、懇談会の居残りなど

で下級生をリードしてくれた６年

生。後輩たちは先輩の姿をしっかり

みていましたよ。１年間ありがとう。 

6 年生がおもしろかった

から楽しく勉強できた。 

6 年生が毎回引っ張って

くれました。 

6 年生は意見をしっかり

くわしく言っていて 

すごいなと思った。 

6年生が教えてくれて 

うれしかった。 

 合同道徳「自分をみつめて」で『さっちゃんのまほうのて』

について感想を述べ合いました。その一部を紹介します。 

小さい頃から車椅子だからできないことがあると思っ

ていた。でも今は、車椅子だけど、車椅子だからこそ

できることもあるってことをさっちゃんに伝えたい。 

 

さっちゃんもつらかったと思うけど、さっちゃんの 

お母さんもつらかったと思う。指がないという真実を、

さっちゃんにいつか伝えなければならないから…。 

 


